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類似事業 なし

事業の必要性 くずはアートギャラリーは、市民の芸術活動や鑑賞の機会の場として必要である。

対　　　象
（誰・何を対象に）

公益財団法人枚方市文化国際財団

事業内容
くずはアートギャラリーは、枚方市・枚方市文化国際財団・京阪電気鉄道との三者のパートナーシップのも
と、京阪電鉄から施設の無償提供を受け、枚方市文化国際財団が事業主体となり運営を行い、市は財団に
対し運営補助金を交付している。

根拠法令 決裁

実施方法
■直営 □委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業番号 10503390010

事務事業名 くずはアートギャラリー運営補助事業

事業開始年度 2005(H17）年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

目　　　的
（何のために）

枚方市文化国際財団のくずはアートギャラリー運営事業へ補助金を支出することにより、美術家（専門家）等
による主体的な交流活動の支援を通して、市民の鑑賞活動を促進し、美術文化の創造活動に寄与する。
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千円平成24年度
事業費の主な内訳

内　　　　　容 金　　　額

くずはアートギャラリー運営補助金 16,498

その他

一般財源 17,634 18,098 9,025

府支出金

受益者負担
(使用料等)

財源内訳

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

国庫支出金

395

直接経費(B) 16,420 16,498 8,630

総事業費(A+B) 17,634 18,098 9,025

0.15

人件費計(A) 1,214 1,600

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

コ　　ス　　ト

H23年度決算 H24年度決算 H25年度当初予算

千円

千円

事業費の主な内訳
(人件費除く)
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単位

① 回

② ％

③ 人

① 円

② 円

③

成果目標
（目標とする成果）

良好な施設の提供及び知名度の向上

比較参考値

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

事業費　/　展示会開催数 185,621 186,577 -

事業費　/　来場者数 431 397 -

91 95 -

来場者数 40,924 45,543 -

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H23年度 H24年度 H25年度(見込み)

年間展示会開催回数 95 97 -

利用率

事務事業番号 10503390010

事務事業名 くずはアートギャラリー運営補助事業

事業開始年度 2005(H17）年度 担当部署 地域振興部　文化観光課

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

くずはアートギャラリーは、京阪電鉄から施設の無償提供を受けているため、市
は、事業主体である財団に対し、最低限の人員配置に係る人件費と共益費の
実費負担分として補助金を交付している。
　くずはアートギャラリーは、公の施設とは異なるため、作品販売や開館時間設
定など柔軟な運営が可能であり、また、商業施設内という立地にあることから、
来場者も多様で市北部地域の美術拠点としての役割は大きい。リニューアル後
はより多くの人に親しまれる施設となるよう、広域的で効率的な情報発信が行わ
れるよう、補助対象事業者に対し促していく。

特記事項

平成25年度については、くずはモールの増床リニューアル工事のため6月より休館する。

平成24年度利用実績　97区分／102区分（1区分：6日間半室利用）

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策
（平成24年度）

現状のまま継続 広域的なPRによりくずはアートギャラリーの利用率の向上を図る。

一次評価結果
（平成24年度）

・費用対効果の検証が必要ではないか
・効率的な事業としての検討の必要性があるのでは

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

同様の枠組みでのギャラリー運営がないため、比較不可能


